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1 はじめに

2005年に発表された中教審答申の中に今後の幼児教育のあり方として「幼児の

生活の連続性及び発達や学びの連続性を踏まえた幼児教育の充実」とある。この

答申が「学びの重要性J r発達の連続性」を強調していることがうかがえる。こ

の「学びJ r発達の連続性」という言葉を学力向上の視点を重視し，小学校や中

学校との一貫性をもたせるという意味で捉えると， w幼児教育は就学に向けての

準備としての教育』と位置付けてしまう危険性がある。しかし， 2001年の OEC

D報告書には， w幼児期は人生最初のステップとして極めて重要な意義をもっ』

『それ自体が重要な意味をもっ人生最大の段階である』とある。これまで明らか

にされてきたように，幼児期の生活の主たる活動は遊びである。その実体験の中

で子どもは様々なことを学ぶ。そうした保育観の基に，子どもの遊びを中心とし

た生活を充実させていくことが幼児教育の最も重要な課題であり，その結果とし

て，小学校以降の学びに必要な諸力を身に付けることで子どもの未来につながる

と考える。また，文科省が行った全国学力調査やOECDの学力テストの結果か

ら『日本の子どもたちの知識面は満足のいくものとする反面，思考力や表現力，

その活用能力においては劣っている。また，学習意欲についても低い。』という

ことが明らかになっている。知識自体は様々な方法で教え込むことができる。し

かし，問題はその得られた知識や技能が自分のめあでや目標を実現させるために

活かされるかである。そうでなければ，せっかく身に付けた知識や技能も子ども

自身が判断力，表現力，創造力を発揮する手段として活かされず，生きる力もや

せ細ったものとなるのではないかと本研究ではとらえている。自分のめあてがあ

り，それを達成するために判断する力・表現する力・創造する力が発揮されてこ

そ，生きるカが育つものと考える。

私たちは，幼児期においての学びとはいったい何なのかについて協議し， w生
涯にわたる学習能力の基礎を培うこと』と捉えた。学習能力の基礎とは，遊びを

中心とした保育の中で，子どもたちが一人遊びに夢中になったり，友達や保育者

とかかわる遊びに没頭したりする中で，問題やトラブノレに直面することで解決に

向けた試行錯誤がなされ，伝え合うことの大切さや相手の立場に立って考えたり
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行動したりすることの大切さなどを学んでいくことと考えている。そのためには

幼児期にふさわしい一人一人の関心・意欲・自発性を高めていくことの必要性を

改めて感じている。

だからこそ，子どもの関心・意欲・自発性が発揮され，何に対して，どのよう

なことをしようとしている姿かを遊びの観察記録によって明らかにし，その子ど

もが自らやろうとしていること，それがその子自身にとって，また仲間関係にと

ってどのような意味をもつかなどを様々な視点から検討し，保育の手立てを工夫

していく必要があると考えた。

そこで本園では「子どもの関心・意欲・自発性が，具体的に発揮されている姿

に注目。 J rその活動の中に幼児期の大切な学びがある。」と考え，

・子どもが自ら取り組んでいる遊びを主対象に，ニュージーランドの幼児教育

プログラム，テ・ファリキで用いられた r5つの視点」で読み取る。

・その子どもの活動場面をデジタルカメラやビデオで記録を撮る。

・記録された子どもの学びの姿を 1C Tなどを活用した保育カンフアレンスを

通じて分析する。

ことにした。

そこで，昨年度のテーマを継続し，今年度の研究テーマを

「小学校以降の学びを見通した幼児の学びの探求

~ICTなどを活用した観察記録・分析の工夫・改善を中心に~J

とし，研究を継続している。

2 研究 1年次. 2年次の成果と課題

研究 1年次は，遊ぶ姿の中にある子どもの学びを読み取るための観察の視点と

して，テ・ファリキで用いられた記録と評価の r5つの視点」を基に，自ら取り

組もうとしている活動に注目した。その際，その子の学びの姿をその子の立場に

できるだけ立ち，読み取ろうとしてきた。その結果として，一人一人がもってい

る「よさ」に改めて気付かされたように思う。

観察の視点は次の 5つである。

『幼児の関心や興味』

『熱中する姿』

『直面している困難に立ち向かう姿』

『自分の考えや気持ちを表現する姿』

『他児または他者の立場から物事を見ようとする姿』

また，長崎大学教育学部の教員 2名(井口，小西)を交えての保育カンファレ

ンスも行った。

研究 2年次は，遊びの展開過程に含まれる子どもの学びを読み取るために， 1 

CTや子どもの動線記録などを活用するようにした。今まで見落としていた子ど

もの回線や体の動きなどが可視化できるようになった。さらに，学びの連続性の
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考察のため，卒園児の小学校での学習の様子を観察した。 2年次の研究の終わり

には，今後も幼稚園と小学校での子どもの観察を継続していけば，幼児期の遊び

での学びの力と小学校での学習活動との繋がり(連続性)が見えてくるのではな

いか，と考えた。 3年次に向けての課題としては， r学びの物語検討の継続・蓄

積を図り，保育の改善に繋げる。 J r幼小の学びの連続性について，観察記録を

蓄積する。」の 2点が挙げられた。そこで今年度は，

・観察記録の継続・蓄積

・保育カンファレンスの工夫改善

-幼児期と児童期の学びの連続性の検証

と，この 3点について取り組むこととした。

3 附属幼稚園における今年度の取組

( 1 )観察記録の継続・蓄積

研究 1年次から，子ども(抽出児)を r5つの視点」で観察し，年度の終わり

には記録を「学びの物語」としてまとめている。また，学びの連続性を検証する

ために，卒園後も観察を継続している。研究 3年次の今年度は，観察の継続が 2

年間のA男， 3年間の B男，年長児から小学 1年生の I男と， 3名の子どもにつ

いて観察記録を継続・蓄積してきた。観察記録を事例としてまとめ，保育カンフ

アレンスを通して子ども理解を深め，次の保育の手立てへと繋げていった。保育

カンファレンスについては，次の(2 )において詳しく述べたい。

( 2 )保育カンファレンスの工夫・改善

①カンファレンスシートを用いて

本園では，環境構成の工夫や教師の援助のあり方を考え保育の改善を図ること

を目的として，構成メンバーの違いによる 3種類の保育カンファレンスを行って

いる。その 3種類とは，職員による保育カンファレンス，教育学部教員を交えた

保育カンファレンス，幼稚園と小学校の教職員で行う幼小合同カンファレンスで

ある。また日々の情報交換や保育計画の時間にも子どもの様子について話し合っ

ている。
「一一一一一一
【保育カンフアレンス】

本国職員で行う保育カンファレンスのことであり，情報交換会や保育計画な

ども含む。その際には，付筆紙に r5つの視点」で客観性を踏まえつつ，自分

なりに解釈・意味づけた子どもの姿を記入し，カンファレンスシートに貼り，

進行役を中心に子どもの遊びの分析・考察を行い，保育の改善・充実に向けた

手立てについて意見交換を行う。

また，保育カンファレンスの際には，各期の事例を ICTなどを活用しなが

ら検討していく。
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【教育学部教員を交えた保育カンファレンス】

学部教員を交えて，事例や保育カンフアレンスで問題になった子どもの姿に

ついて，専門的な立場からの示唆を得ながら，子ども理解を深め，保育の改善・

充実に繋げていく。

【幼稚園と小学校の合同カンフアレンス】

卒園児について，幼稚園時代の学びの姿と小学校での学びの姿について相互

に理解し合い，学びの連続性について分析し，保育の改善・充実に繋げていく。

昨年度までも職員同士または学部教員を交えての保育カンファレンスを行って

きたが，今年度は次の 2点を踏まえて保育カンフアレンスを改善していった。

0子どもを観察する際，より客観的な事実を記録するようにし，その事実をも

とにそれぞれが解釈し意味づけ，読み取る。

O子どもの学びを可視化してまとめ，短期の振り返りや保育の改善について意

見交換を行う。

そこで，今年度の保育カンファレンスでは，客観的な観察方法として，昨年度

まで取り入れていた，子どもの発言，行動の記録，子どもの動きを動線に表した

記録，デジタルカメラやピデオカメラなどの ICTを活用した記録などをもとに

した分析方法に加え，新たにカンフアレンスシートを用いることにした。このシ

ートに子どもの観察時の様子を記入した付筆紙を貼り， 「5つの視点」に沿って

子どもの遊びに読み取れる学びの具体的内容を分析していくことにした。次に示

すのは，りす組で行った保育カンファレンスのシートの内容をまとめたものであ

る。

r 5つの視点」 記入のポイント 付筆紙

関心は何に! 話題，活動，役割，仲間， -プリキュアのハートやリボン，ひらひらのつ
現象，事物など，何に関心 いたステッキを手に持って，手や足を大きく
を向けているか記入する。 動かして曲の間中踊り続ける。

-プリキュアになりきる。

熱中してる! 何に一定の時聞をかけて， -プリキュア遊び (40分)作る→踊るを繰り返
注意を持続させ，心地よさ していた。
を感じているのか。 -制作遊びのテーブル，ごっこ遊びの場所，自

分のロッカーの場所を繰り返し動いていた。
-作ったステッキを大事にロッカーに片付け，
踊りに使うステッキとの使い分けをしてい
た。・プリキュアを踊る場所に 15分~20分滞

在していた。

困難に立ち向か 何に困難さを感じ，問題解 -床に置いていた自分のステッキを踏まれ
う! 決のために工夫を凝らし そうになると， 「踏まないで!Jと言葉で伝

ているのか記入する。 えた。
-予め作っておいたステッキにリボンとハート
を付けたいが，付かない。じっと見て別のス
テッキに替えて付ける。
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自分の考えや気 言葉，動作，音楽，造形， -プリキュアの曲が途中から流れると「はじめか

持ちを様々な方 文字，数，話などで自分を らしてくれない ?J 「いちばんはじめから。」

法で表現する! 表現している姿について と言っていた。

記入する。 -ヒーローごっこを見ている時， rooくん，

がんばれ!Jと応援する。 (自分もその前に

応援してもらっていた。)

-制作を通して，自分の思いをいろいろな形で

表すことができる。完成度も高い。

他の人(児)の立 他の人(児)との話や想 -プリキュアを踊る順番を守っていた。踊りを

場から物事を見 像上の出来事で，公平さ 楽しみながら，友達に合わせて踊っていた。

ょうとする! や助け合い，クラス全体 自分の順番がくるまで，友達を応援していた。

の生活を守る，誇りある

態度などの姿について記

入する。

短期の振り返り 次に繋がること/次にど 2したいか

自分の作りたい物や遊びたいこ 自分の遊びのイメージがはっきりしているので，より

とに対して，イメージしていること 積極的に自分から新しいことに挑戦できるように，まだ

がはっきりしていて，そのイメージ 踊ったことのない曲を準備しておいたり，友達とかかわ

に近付くことができる器用さがあ りながら遊びが発展するように，制作遊びの材料を充実

る。友達とのかかわりに興味があり させたりしていきたい。また，逆に，あえて材料を減ら

周囲のことをよく見ている。 しておき，困難を感じる場面に直面させ，泣いたり，恩

い通りにならなくて悔しがったりする経験を積ませ，年

中組の聞に様々な感情を出し切らせるのも，今後の手立

てとして考えられる。そのような環境構成もしていきた
し、。

このようなシートを用いて，保育カンファレンスを行っていったが，前述した

2点の改善点をより具体化するために，さらに以下のような 4点について共通理

解を図り，観察記録，保育カンファレンスを行った。

0子どもの学びを可視化するためには，付筆紙に子どもの姿を客観的にありの

まま記入する。付筆紙には回数や時間，場所，個数，道具，言葉など客観的

事実を記入する。

0客観的事実をもとに子どもの学びを分析する。肝心なことは，その事実をど

う多様な見方で解釈・意味づけられるか，子どもの遊びの背景にあるものも

分析し，子ども理解を深める。

0分析メモの欄を設け，カンファレンスの内容をその場で記録していき，次の

保育改善の手立てを考察する。

0保育カンファレンスの手順を整理した進行表を作成し，効率よく話し合いを

進める。

以上のような共通理解を図ることで，客観的な事実を基に，保育者・観察者の

多様な見方で子どもの心を読み取っていった。また，子どもの学びを可視化して

まとめ，短期の振り返りや保育の改善についても保育カンファレンスの中で行っ

ていった。次に示すのは上記 4点の共通理解後のうさぎ組のカンファレンスシー

トである。
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改善後のカンファレンスシート

r 5つの視点」 記入のポイント 付筆紙 分析メモ

関心は何に! 話題，活動，役割， -気の合う特定の友達 (c -気の合う友達と一緒に作

仲間，現象，事物 子)と一緒にいたい。 ることに関心があった。

など，何に関心を 大半の時聞を二ム玄過 自分が作った物を大切に

向けているか，室 ごしていた。 ロッカーにしまっていた。

観的事実を記入す -長い時間，夏祭りのアイ 関心があるからこそ，大

ゑL スをたくさん作ったり， 切にしている。

お庖のポスターを摘い

たりしていた。

熱中してる! . 30分弱の間，遁飽のア -アイスを作りあげること
哩... イスを折り紙で作りあ をゴーノレにして集中して

時間，個数，種類九 げた。 いた。美しいもの，色彩

場所，色などを客観 -作り終わるまで，担11= 豊かなものを好んでいた。

的に付筆紙に記入 棚とテーブノレの往復。 熱中の先に，イメージし

している。 他の場所へは行こうと たもの， ゴーノレしたもの
¥ しなかった。 があるのかもしれない。

-制作時. c子にいろん

な指示を出していた。

-紫やピンクを好み，き

れいな物を作ろうとし

ていた。

-絵も上手に描いていた。

困難に立ち向か 何に困難さを感じ， -よりよいものを作ろう -夏祭りを目標に，よりよい

う! 問題解決のために としていた。 ものを作ろうとしていた。

工夫を凝らしてい -ポスターに折り紙を貼っ 感性がいい方向に出てい

るのか，客観的事 たり，字を書いたり，絵 る。

実を記入する。 を加えたりしていた。

自分の考えや気 言葉，動作，音楽， -自分の思いを言葉では -自分の思いを言葉で伝えるこ

持ちを様々な方 造形，文字，数， っきりと伝えることが とができるが，相手によって

法で表現する! 話などで自分を表 できていた。教師には 伝え方を変えているのかもし

現している姿につ rooしたいです._j れない。 どんな言葉でどう伝

いて，客観的事実 という話し方ができて えたらいいかが身に付いてい

を記入する g いた。 る。

.c子に対しては，穏や

かに話していた。

他の人(児)の立 他の人(児)との話 .... -熱中しつつも，周囲のい

場から物事を見 や想像上の出来事
カンフアレンス

ろんなことにアンテナを

ょうとする! 出で，公平さ，助け で出た意見をま はっていた。穏やかに周

合い，クラス全体の とめている。短期 りをみていた。相手のこ

生活を守る，誇りあ の振り返りと今 とを思って， r~ してあ

る態度などの姿に 後の考察に繋が げるJという言葉がよく

ついて，客観的事実 る。 出ていた。

を記入する。 ¥ ノ
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盆亙2室主主旦 次に繋がること/次にどうしたいか
「心の安定J (ここでは A子と一緒

にいること)があることで，好きなこと
に熱中することができた。周囲のことも
よく見て，相手のこともよく考えて行動
していた。

制作に関心が高いので，今まで使ったことのな
い年長ならではの活動や材料を準備していく。 B

子のよさを周囲の子どもも感じ始めているので，
よさが発揮されみんなに認められるような環境構
成を考えていく。

うな姿にあったか。 後の環境構成を考察する。

②学部教員を交えでの保育カンファレンス

昨年度までのカンファレンスの中で， r子どもの行動には意味がある。 J r子

どもは有能な学び手」という見方で観察すると，結果として肯定的に子どもの行

動が捉えられるようになり，子どものよさが見えてくるという手応えを得ていた。

今年度さらに，子どもの行動の背景にある心を読み取り，子ども理解と保育の改

善に繋がるように，学部教員を交えての保育カンファレンスを継続してきた。

( i )年中児A男の保育カンファレンス

事例A r解除!J 6月 13日

A男はG男， J男， H男， E子などとヒーローごっこをしている。ヒーロー

になりきって曲に合わせてたたかっている。しばらくすると， J男の顔に引っ

かき傷があったり E子が泣いていたりした。それぞれに理由を尋ねると， 「A

男の武器が当たった。」と答えた。そこで，保育者はA男のところへ行き，そ

のことを伝える。

T rA男君，その武器が長すぎて人に当たっているみたい。 J

A男「う~ん，じゃあ切る。 J

T rえっ!切るの?切らなくてもいいよ。」

しかし， A男はピューっと保育室へ行き，自分が作っていた武器の先端を10c 

mほど切る。

A男「解除!J 

T rなるほど，解除ってかっこいいね。 J

A男「解除!J 

また外へ出て，ヒーローごっこを続けた。

|保育者の振り返り|

のびのびと遊んでいる A男に武器のことを伝えるのは，せっかく遊びを楽しん

でいる A男の楽しい気持ちを阻害するのではないかと迷ったが，実際に泣いてい

たり，傷が付いたりしている子どもがいたため，伝えることにした。結果的には
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A男の楽しもうとする気持ちは続いたが，大切にしている武器(自分で作った)

を切るきっかけをつくった保育者の働きかけはどうであったか，未だに悩んでい

るところである。

自分の武器を切るときの， r解除!Jという発想は，何とも A男らしいもので

あった。普段から遊びに関して次々に楽しいアイデアが出てくる A男であったた

め，自らしようと思ってした行動ではなかったが，そのことも遊びの延長上に位

置づけ，楽しみ続けたのだろう。 A男の「楽しもう!J r遊ぼう!J とする強い

気持ちに救われた思いがした。(5観点でいうと『他児または他者の立場から物

事を見ょうとする姿~ ) 

|保育カンファレンスI (学部教員を交えて)

・あれほど自分の思いを発揮して遊ぶA男の姿に感心せずにはいられない。 r友

達に武器を当ててしまった」という出来事も， r当ててしまった…。 J r友達

が泣いてしまった。 J rどうしたらいいかな。」など， A男なりに一生懸命考

える機会となっていると捉えると，一見否定的に見える姿にも A男の学びがあ

ると考えられるのではないだろうか。

-自分の思うように遊びたい，友達と一緒に遊びたいという思いをもちながらも

保育者の目(評価)が気になっているのかもしれない。保育者の言動からその

心を読み取って，一つ一つの場面で，自分のしたいことより保育者の評価を優

先していたのだろうか。そのため， A男にとってトラブルを解決していく過程

には多くの場合我慢がついてくるのかもしれない。

・保育者の問いかけに対して，すぐに「切る」という方法を選択したA男の姿か

ら，自分の思いを抑えて，保育者の思いを感じとっていることがうかがえる。

物事を「良いJ r悪い」の対極的に捉える傾向の強いA男は，保育者の問いか

けを受けて，これは「悪い」と捉えてしまったのかもしれない。そうではない

ことを伝えていく必要性を感じる。

|次にどうしたいのか・どうすればよいのか|

-友達と一緒に遊びたいという思いを受け止め，具体的な遊びに繋げていけるよ

うに仲介する 0

・良いこと，悪いことで「我慢」を求めるのではなく， A男の気持ちを認め，よ

り楽しめる方向でかかわり方や活動内容を導く保育者の対応も必要なのではな

し、泊、。

「良いJ r悪い」という対極的な世界だけでなく， r中間」の世界を知らせてい

く。

惇部教員を交えてのカンフアレンスより(まとめ)

0保育者が得た新たな視点，これからの保育について
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-ありのままを認めるということ

動作は見えるが，それだけで判断するのではなく，そこにある A男の本当の

思いを読み取り，保育者が客観的事実を多様に意味付けしていくことが大切

である。肯定的に見える姿だけでなく，一見否定的に見える姿にも A男の学

びがあると考え，具体的にどういう動作の中に，どのような形で表れている

のかを見取っていく。

・中間の世界を知らせていくこと

物事を対極的( r良いJ r悪いJ)に判断する傾向が強いA男。それは，今

までの経験に基づくもので， A男がその時々の自分の行動を真剣に振り返っ

てきたからであろう。しかし，それがA男にとって「我慢」や「緊張」を感

じるストレスフルな環境となっていることも事実であろう。だからこそ保育

者はそれだけではない「中間の世界J (r良いJ r悪い」では判断できない

ことがある)を一緒に経験することを通して伝えていく必要があると考える。

つまり，遊びはズルしたり，叩いたり，キックがあったりしても，それらを

ある程度許容し合うことで，遊びはより楽しくなることを知らせていくこと

など。

-人とつながる上で大事なことをどのようにして生み出しているのか

ある事象を通して人とのかかわりについて考える機会も大切だが，そういう

場合， A男は周りの期待を過剰に受け取ることがあり，相手の立場に立つと

いう点では立ちすぎるくらいである。相手の立場に立って気持ちを知ってい

くことも必要だが，時には， r自分が楽しくてつい夢中になった姿」に共感

してくれる仲間の発見から，人とのかかわりについてのA男の学びを引き出

していくことも必要であろう。そのため，友達とイメージを共有し，協同し

て遊んでいく過程を多様な形で経験できるような環境を準備したり，意図的

に機会を設けたりしていくようにする。

0カンファレンスを終えて

カンファレンスを行うまでは，保育者はA男の言動の表面的な部分を見ていた

ように思う。そのため， r我慢したことを認める」ことが多くなっていた。し

かし，それではA男の本心は見えてこないと感じた。もっと日常の中でA男が

楽しさを実感している場面に目を向けたい。そして， A男が生き生きと遊ぶ過

程のどこにA男の学びが表れているのかについて見取っていきたいと強く思っ

た。

( ii )年長児 B男の保育カンファレンス

事例 Bー 1 rいろいろなお庖があった方がみんなが楽しいでしょう J6月24日

夏祭りの準備をしていたが，子どもたちがそれぞれにお庄の準備をしていて

誰が何をしているのかわからないでいた。そこで，きりん組会議を聞き，どん

なおj吉を聞くのか改めて話し合った。
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すると， B男が

B男「先生，ここにお唐の名前を書いて。」

T rどうして?J 

B男「だって，どんなお居があるかわからないから。書いた方がわかるでし

ょ。」

T rそうだね。お庖の名前を書くのね。わかった。」

A子「そして，お盾をする人の名前もね。」

T rみんなの名前?J 

H男「あのさ，みんなの名前を書いたらさ，だれが何をしてるかつてわかる

たい。」

T r先生が書いていいの?J 

B男「先生，これを使っていいですかワ」

と言って，ホワイトボードに貼つであるネームプレートをはずす。

きりん組のみんなが自分がしているお庖にネームプレートを貼り付けた。

すると， B男が大きな声で，

B男「お隣のクラスの人たちにも言ってきます。」と言う。

夏祭りを一緒にしようと誘うと言うのだ。他の子どもたちも「お隣のクラスの

友達とも一緒にする。 J r年長で一緒に夏祭りしよう。」と言い始める。会議

が終わった後， B男に保育者がたずねた。

T rねえ， B男君。どうして言ってきますって言ったの?J 

B男「だって，いろいろなお唐があった方がみんな楽しいでしょう。りす組

さんとかぞう組さんとかね。あっ，くま組さんもです。」

と言った。

|保育者の振り返り|

話合いの中でも自分の思いをどんどん言葉で表現する B男。アイデアも豊富で

遊びを楽しくしている。この事例では，年長組みんなで一緒に遊びたいという彼

の思いが言葉として表れていたことや，何より夏祭りをして年中児や年少児とも

遊ぶということを想定しながらの意見を述べる B男の成長を感じ，驚いた。たく

さんのお唐があった方が来る人が楽しいだろうとお客さん(年中児・年少児)の

立場になって考えている姿も見せていた。(5観点でいうと『他児または他者の

立場から物事を見ようとする姿Jl) 

|次にどうしたいのか・どうすればよいのか|

・相手の立場に立った意見や考えを B男が出した時には，大いに認めるようにす

る0

・相手の立場になって考えることができるようになった姿を継続して観察する。

特に年中児，年少児に対する言葉かけや接し方を注意深く観察する。
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|保育カンファレンスI(学部教員を交えた保育カンファレンス)

<井口教員より>

・この事例を通して B男のリーダー性を感じる。リーダーとして育てていくとよ

し、。

B男はアイデアマン。みんなのことを結構見ている。みんなをまとめていくカ

がある。

最初は小グループでもよいのでグループのリーダーにしてみてはどうか。

.リーダーとはどういう役目なのかということから B男に感じさせていく。

目的意識をもってみんなの役に立つようにさせる。

保育者のサポートが必要ではあるが，やりたいこと，おもしろいことを企画さ

せる。

遊びの質が問われている今日だからこそ，持続性がありストーリー性，協力性

のある遊びを企画させてみてはどうか。

・車に興味をもっているので彼独自の世界を認めながら『車博士』と他の子ども

たちに紹介するなど保育者が他の子どもたちとの聞に入り，これまでの保育者

とB男かかわりから友達と B男とのかかわりへと移行させる。

〈小西教員より>

・困難にも立ち向かえるし，他者のことも考えられる。

この事例を見るとまさにリーダー的存在であることを感じる。

<他教諭より>

• 3， 4歳児の時は友達とのトラブルがあったようだが，現在はどうなのか。

→ほとんどない。

→ある意味，いままでに出し切ったのではないか。(井口教員)

<担任より>

・車を折り紙でつくる遊びに熱中している。ただ，平面である。ちらしの車にも

興味がある。

あくまでも平面にこだわる姿が少々心配なところではある。

→おそらく，彼の頭の中で映像的に細かいところまではあるが自分で作ること

ができないとわかっているから平面に作っているのではないか。(井口教員)

→いつか本物のリアルなものに興味をもっ可能性はあるのか。(小西教員)

リアルに近づけば自分なりのオリジナリティーへと近づけようとすることが

あるかもしれない。

→モデルを示すのもよい。(井口教員)

今は，平面にこだわりをもっている。今はとにかくたくさん作りたいと思っ

ているのでは。

|次にどうしたいのか・どうすればよいのかI (カンフアレンスを終えて)

-友達とかかわる中でトラブルの多かった B男であるが，年長組になって少しず
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っその姿が変わってきた。自分本位だった B男が友達のことを考えて発言する

姿が見られるようになってきた。その姿を保育者が大いに認めるとともに，遊

びの中で出される楽しいアイデアやイメージを共有し，友達に伝えることで B

男が他の子どもたちとかかわることができるようにしていきたい。グループ活

動でB男が活躍できる場を保育者が設定し， B男に友達とかかわる楽しさや自

分のイメージを友達とともに形にする過程の楽しさを感じさせていきたい。ま

た，彼の好きな『車』を媒体にしながら遊びが広がるような環境も整えていき

たい。

事例 B-2 r僕は車が好きなんだ!J 9月 20日

実習生の半日保育。絵の具を使った造形遊び。

きりん組の前にいろいろな場をつくっている。絵の具を泡立ててボードに絵

を描く泡の絵コーナー( rあわあわ地獄J) ，ベットボトルに絵の具を溶かし

て斜めにしたボードに流して遊ぶ流し絵コーナー(勇者の坂道) ，絵の具を含

ませたペーパーを板にぶつけて遊ぶ投げつけ絵遊びコーナー(恐竜草原)など

子どもたちが遊んでみたいと思う場を実習生なりに考えていた。

汚れるのに少しだが抵抗がなくなってきた B男であったが，実習生は彼を観

察し，彼が車や車輪や丸く動くものに興味関心があることを考慮して，流し絵

コーナーでは箱で作った車に車輸をつけ，その車輪の表面には凹凸を付けてい

た。車を動かすとコロコロとスタンプが紙につく住掛けだ。

登園した B男。支度をしながら外を見て眺びはねる。

B男「先生，今日は何の冒険ですか?見ているだけで楽しくなっちゃいます。 J

T r何でしょうね。今日はお勉強先生と一緒に遊びましょう。」

B男「わかりました。」

朝の支度を素早く済ませた B男。実習生A(以下 TA) ， Bが見守ってい

る。

すると， TAがB男に話しかけた。

TA  rB男君，準備終わりましたかワ」

B男 r3つの約束ができました。お外に行って遊びます。」

そう言って実習生が準備した場に行って遊び出す。最初は，以前，似たよう

な揚で遊んだことのある投げつけ絵遊びコーナーへと行く。汚れるのも平気で

どんどん遊ぶ。絵の具をしみこませたティッシュを障子紙に投げつけると恐竜

の絵が浮き出てきた。

B男「おおーっ。何か出てきました?すごい!恐竜です!J 

10分くらい遊んでいたが，次に隣の流し絵コーナーへと移動した。すると， B 

男が遊ぶだろうと予想し，準備していた車を発見する。

B男「僕の好きな車だ!見て『見て!僕の好きなフオルクスワーゲンがある。僕

。，“
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は車が好きなんだ!J 

そう言って，車を手に取り，何回も何回も車を転がして遊んだ。紙についた

タイヤの模様を見ながら喜ぶ B男。

事例 B- 3 rトヨタ工場」

(10月24日〉

秋まつりが終わった。子どもたちは，秋まつりの計画を話し合った時に出し

物だけでなく，お庖も聞きたいと言っていた。そこで，そのことを子どもたち

に投げかけると. r年長の秋まつりをしたい。」と言う。そこでどんな材料が

いるのか話し合った。子どもたちは，段ボール箱，空き箱，牛乳パック，モー

ル，ビーズ，紙袋，紐などを準備してほしい，自分たちも家から持ってくると

10 月 24 日 ~30 日

百う。

( 10月25日〉

男児の何人かが段ボール箱を運んできて何を作るか相談している。その中に

B男もいた。メンバーは B男. c男. D男. E男. F男である。

T r何を作っているの?J 

B男「トヨタ工場で~す。 J

T rえっ 0トヨタ工場?J 

B男「そうです。トヨタ工場です。車の部品や車を販売する工場です。 J

T rそれはすごいねえ。」

E男「今，何を作ろうかつて相談してる。」

T r楽しみ!また後で教えてね。」

E男「わかった!J 

そう言ってしばらく保育者はその場を離れ，見守ることにした。すると，使

ってもいい紙が入っているかごから画用紙を取り出した B男. c男。何をする

のかと見ていると鉛筆で車の部品を描いている。驚いたことに，いつもは自分

から絵など描くことのないC男が絵を描いている。 B男が描いているのを見て

真似をしている。

B男「こうなって，こういくとエンジンが動く仕組み。あっ. c男君上手だ

ねえ。すごい，すごい。 J

C男「ありがとう。」

B男「僕はハイブリッド車を描いているんだけど C男君は?J 

C男「うーん。考えながら描いてる。」

B男「わかった，考えながら描いて，後でわかるんだよね。 J

C男「そういうこと。でも絵は苦手なんだよなあ。」

そう言いながら二人は 1時間ほど絵を描いたり，他の子どもたちと相談をし

たりしながら遊んでいた。保育者は出来上がりを見たいと思い，言葉をかけた。

。。
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T rそろそろできましたか?J 

B男「設計図です。 C男君と描いたんです。」

T rすごーい。」

保育者の芦に他の子どもたちも寄ってきた。

A子「上手いねえ。」

D子「すごい。 J

C男「設計図を描いてる。 J

T rまだ途中なの?J 

C男「うん。途中。」

B男「二人で描いてるんです。」

T rできたら見せてね。楽しみに待ってるよ。 J

C男「うん。」

B男「ハイブリッド車だから時聞がかかるんですよ。 J

その後二人は保育者を呼んで，描いた絵を何枚か見せてくれた。 トヨタ工場

のメンバーはハンドルを作り，車を作ろうと相談していた。相談はB男が中心

となって行われた。

B興が量制1:/¥イ"J".，ド車窃鴎酎圃 CfltJI描".，車A.針圃

.且A/¥~ド... 

保育者は，お陪というと品物があってそれを売るものというイメージを思い浮

かべていたため，この工場がどうなっていくのか興味をもったと当時に心配で

もあった。今まで平面の車しか作らなかった B男。今度はどのようなイメージ

をもって遊んでいるのかと黙って見守ることにした。
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すると， B男が保育者に話しかけてきた。

B男「先生，紙の皿を使っていいですか?J 

T rどうぞどうぞ。さっき， B男君達がハンドルを作っていたからもっと

作るかなあと思ってたくさん準備しましたよ。ちょっと変わったお皿も増やし

たので使ってみてください。 j

様子を見ながら材料を増やした保育者。すると，

B男「これはいい!使いまーす。」

そう言って B男は深型の皿と材料箱から探

し出したガムテープの芯を手にとって何や

ら作り出した。しばらくして，

B男「じゃーん。車ができました!J 

B男が幼稚聞で立体の草を初めて作った瞬

間だった。

F男 Iょくできてるね。僕もやってみた

レ、。」

B男「いいょっ。 一緒に作ろう。 J 8掲a紙且@車

そう言って，一緒に作り始めた。今まで折り紙でしか車を作らなかったB男が

立体の車を作った。

T rねえ， B男君。 B男君の作った車，素敵ね。自分で考えたの?J 

B男「そうですよ。家で作ったから幼稚園でも作ってみようって思って。盆

稚園でも(車を)動かしたことがあるから思い出して作りました。 j

① 

T fB男君が作ったっけ ?J

B男 I・・・。 J

何も言わずに，作ることに集中し始めた。

(10月28日〉

朝から登圃すると保育者にすぐに話しかける B男。

B男「今日もトヨタ工場をします。」

T rそうですか。頑張ってね。先生に手伝えることがあったら言ってくだ

さいね。 J

B男「ありがとうございます。今はありませんよ。」

などと言いながら笑顔である。朝の支度をすると年長会議を聞くことになって

いた。年長児それぞれがお庖の準備をしていたが，誰が何のお庖を聞くのかは

っきり決めようと先週の金曜日に年長組のみんなで約束していたのだ。年長会

議でB男はトヨタ工場をしたいと言った。 トヨタ工場のメンバーは今まで遊ん

でいたメンパーだった。

会議が終わると早速みんなで相談して，段ボールを使って車を作ろうとして

F
U
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いたがなかなか進まない。そこで，秋まつりで使った川船を解体して段ボール

箱をリサイクノレすることになった。すると，段ボール箱に穴が空いているのを

見た B男がすぐに，

B男「先生，この箱をください。」

T rいいよ。何に使うの ?J

B男「それはまだ秘密です。 J

そう言ってメンバーと箱を運んで相談し始める。ガムテープや紙皿，割り箸等，

自分たちで材料を選んでは貼り付けている。頭を付き合わせながら相談する。

相臨む.，，1:;ワ〈ー トヨ..z.Ø))f~/iー遮

そして，段ボール箱の車が出来上がった。

B男「先生，出来ました。見てください。 J

出来上がった箱を車に見立てて乗ってみせる B男であった。

官!e."抱 f

車輪・・・紙皿

ワインカー， ミラー等・・・ガム

テープ

ギア・・・割り箸

『年長秋まつり』当日 (10月31日)は，テープルにハンドルや設計図，紙皿車

を乗せて売ったり，段ボール箱の車に年中組や年少組の子どもを乗せて楽しん

でいた。
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(iii)学部教員を交えた保育カンファレンスを通して

以上，学部教員と保育カンフアレンスを行った一部分ではあるが，大いに次の

保育を考える手立てを得ることができるものだった。このような保育カンファレ

ンスを行うことは，教職員だけでは導き出すことのできない子どもの見取りや観

察記録のとり方について，専門的な立場から示唆をいただくことができ日々保育

を省察するよい機会にもなり，大変有効であった。日々継続して子どもを観察し

ているが，保育者の主観で子どもを理解している部分もある。しかしながら学部

教員も子どもの遊ぶ姿を観察し，保育者と共に子 ども理解をより深めていくこと

ができた。また，日々の保育の中での様々なケースで，子Eもへの働きかけやか

かわり方がどうだったのかについて保育者が学部教員に質問することで，保育者

が悩んでいることを少しでも解決し，次の保育の手立てを得ることができる場合

もある。研究保育だけでなく，普段の保育の観察から意見交換できることは，次

の保育改善への手立てを得られるものとなった。

( 3 )学びの連続性の検柾

昨年度から，卒園児についても小学校での学習の様子を観察記録・分析してい

る。今年度は 3月に卒聞した I男について，小学校での観察を 3回，幼小合同カ

ンファレンスを 2回，大学の先生方を交えての検証を 2回行った。

I男は年長児の頃は追求したいことに熱中する，目的に向かつて黙々と試行錯

誤しながらやり遂げるなどのよさがあると捉えていた。小学 1年生となった今年

度も， 「5つの視点j での観察を継続していくこととした。小学校での授業を観

察した後の幼小合同カンファレンスでは， 1男には課題を解決したいという 意欲

が十分あり，教師の言葉かけや援助を支えとして，試行錯誤しながらも課題解決

に取り組む姿が見られたことから，幼児期に培っている関心・意欲・自発性が，

課題解決の意欲の土台になっているのではないか，左分析した。

その後，大学の先生方を交えての検証で得られたことは次の 2点である。

0幼小の合同カンファレンスの機会をもてたこと自体が成果である。今後も，長
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いスパンで観察・記録を蓄積することが大切である。

0小学校以降は授業のねらいが明確にあるので，様々な課題に対して興味をもち

やってみようとする意欲をもつことが大切であり，その土台として幼児期の学

びが重要である。

小学校以降の学びと幼児期の学びの連続性を検証していく第一歩として，今年

度の幼小合同カンフアレンスを足がかりに，今後も幼稚園と小学校の学びを理解

し合う機会を設け，生涯の学びの土台となる幼児期の学びについて研究を深めて

いきたい。

4 研究の成果

この研究を通じての成果として 3点ある。

1点目は「子どもの学びが少しずつ見えてきた。」ということである。遊びを

通しての学びは「見えない学び」と言われる。しかしながら，保育者自身が子ど

もをテ・ファリキの r5つの視点」で観察記録，分析することで，子どもの学び

の姿が少しずつ可視化できるようになり，子どもを「何かを為そうとする存在」

「有能な学び手」であると捉え，子どもを肯定的に見ることができるようになっ

てきた。そのことが保育者自身の保育のあり方を見直すきっかけとなり，学びの

連続性・発展性を生み出す保育の改善に繋がっている。保育者の言葉にも，子ど

もの行動には意味があると捉え，保育者も子どものよさを引き出したり伸ばした

りするようなかかわり方が増えた，学部教員を交えたカンファレンスで，子ども

の遊びの理解が深まり，保育者も日々の保育に自信がもてた，子どもの発達その

ものについての理解や子どもへの援助の理解が深まった，などとあり，この研究

を通して子どもの理解を深め保育の充実を図っていくことができた。

2点目として，この研究を通して. r保育者の思い」による保育から「子ども

の思いに寄り添った保育」へと変わってきたということである。子どもの関心・

意欲・自発性は何にあるのか，それらはどのような環境構成や保育者の援助があ

ればさらに高めていくことができるのか，という思いをもって保育に取り組むよ

うになってきた。

3点目は，学びの連続性の検証が少しずつ蓄積できたということである。幼児

教育に携わる立場から見ると，卒園児の小学校での継続観察，幼小合同カンファ

レンスを通して，幼児期の学びが小学校の学びに繋がっていることを知る機会を

得ることができた。例えば. r関心・意欲」や「熱中」は小学校での学びを深め，

発展させること，また. r困難に立ち向かう」ことは，学びをできた，できなか

ったという「結果志向」ではなく，学びそれ自体を楽しむ「学び志向」に繋がっ

ていくことを，卒園児の姿からほんのわずかではあるが垣間見ることができた。

しかし，追跡卒園児の事例数は少ない。検証の客観性を高めるには，今後も追跡

卒園児を増やし，事例数の蓄積を進めていくことが重要であると考える。
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5 今後の標題

3か年に渡り，本研究を進めてきたが，研究を深めていけばいくほど，幼児教

育の奥の深さを感じているところである。子どもの学びを可視化する手がかりが

掴めた部分もあるが，小学校以降の学びを見通した幼児の学びの在り方を求め，

今後，取り組むべき課題についてまとめた。

0 子どもを自ら何かを為そうとしている姿に見い出せる r5つの視点」から観

察記録→カンフアレンス(分析)→環境構成と教師のかかわりの改善・工夫と

いう一連のサイクルを今後も継続し，子ども理解と保育の改善(すなわち学び

の連続性・発展性)を図っていく。

0 抽出児を継続的に観察記録していることが他の幼児の子ども理解や保育の改

善に生かされているが，今後も継続し，他の幼児についても事例を取り，様々

な幼児についての事例の蓄積をさらに行っていく。

0 小学校以降の学びと幼児期の学びの連続性の検証のために，事例の蓄積と幼

小合同カンファレンスを学部教員も交えて定期的に行い，幼小の職員聞で相互

の学びについての理解を深めていく。

o r幼児期だからこそ十分に味わえる学び」を大切にしながら，幼小の円滑な

接続が図れるように教育課程の見直しを進めていく。

以上，この 3か年の研究を士台にしながら幼児期の学びについて，更に探求し

ていきたい。

-大宮勇雄他著

・大宮勇雄著

・大宮勇雄著
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